
年間授業計画

高等学校 令和８年度  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次：

使用教科書： ( ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

公民

現代の多様化する社会について、資料やデータを活用して把握し、基礎的概念と組み合わせながら社会認識を深める。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体
的に解決しようとする態度を養うとともに、現代社
会に生きる人間としての在り方生き方についての自
覚や、公共的な空間に生きる主権者として、平和と
繁栄を図ることや、他者を尊重し協力し合うことの
大切さについての自覚を深める。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手
掛かりとなる概念や理論について理解するとともに、
諸資料から、倫理的主体などとして活動するために必
要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けるようにする。

現実社会の諸課題の解決に向けて、公共空間に
おける基本的原理を活用して、事実を基に多面
的・多角的に考察し公正に判断する力や、構想
したことを議論する力を養う。

改訂版　高等学校　公共　これからの社会について考える（数研出版）

公民

現代社会における社会的課題に対して、幸福・正義・公正などの概念を活用して解決の方法を考え、物事を
分析しながら自分の考えや意見を発表できる力を育成する。

現代社会における社会的課題に対して主体的に考え、解決を図ろうとする主権者として の能力を高める。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

立川緑 公共

10

7

配当
時数

前
期

巻頭特集　公共的な空間をつくる私た
ち
【知識及び技能】
・私たちが生きる社会の成り立ってい
る背景を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・様々な価値観を比較し、共生に向け
た自分なりの考えを表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・人間としての在り方生き方への関心
を育む。

1　大人ってどんな人？
2　お互いを理解し尊重するために
3　誰もが生きやすい社会へ

・伝統や文化、宗教などを背景にして現代の社
会が成り立っていることが理解できている。
・自分と異なる価値観に基づく主張を聴いた
り、様々な立場に立って共感的に他者の思いを
受け入れたりすることができている。
・自らを成長させる人間としての在り方生き方
とはどのようなものか主体的に追究できてい
る。

○ ○ ○ 8

第1章　公共的な空間における人間と
してのあり方生き方
【知識及び技能】
・近世・近代・現代における思想の内
容とその背景を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・先哲の思想や生き方を踏まえ、公共
的な空間を形成する主体としての自己
の在り方を考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の諸課題を主体的に追究し、自
らの生き方を見直そうとする態度を育
成する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2

第2章　公共的な空間における基本原
理
【知識及び技能】
・民主社会の基本原理および日本国憲
法の基本原理と保障されている権利の
内容を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・社会の基本原理を踏まえ、個人と社
会との関わりについて多面的・多角的
に考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・民主政治と自己の生活との関わりを
理解し、主権者として思索を深めよう
とする態度を育成する。

○ 2

第1節
民主社会の基本原理
第2節
日本社会の基本原理

・日本国憲法の基本原理や保障されている権利
が理解できている。
・社会の基本的原理を考察することによって、
個人と社会との関わりを多面的・多角的に考察
することができている。
・民主政治が自らの生活とかかわっていること
を理解し、民主社会に主体的に生きる人間の在
り方生き方について思索を深められている。

○ ○

定期考査
○

第1節
西洋近現代の思想
第2節
現代の諸課題と倫理

・近世・近代・現代の世界の思想家の思想内容
が理解できている。
・先哲の思想や生き方から自分自身の生き方を
検証し、公共的な空間を作る主体としての自己
の生き方について考察できている。
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を使っ
て、巻頭特集で学んだSDGsにみられる現代の諸
課題を主体的に追究できている。

○

○

第3章　ルールをつくり守る私たち
【知識及び技能】
・法や規範、契約の意義と役割を理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・裁判の役割を踏まえ、権利がどのよ
うに守られているかを考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近な紛争の解決に向けて、ルール
づくりに主体的に取り組ませる。

第1節
法と契約
第2節
司法参加の意義

・法や規範、契約の社会的意義や役割が理解で
きている。
・裁判によって国民のどのような権利が守られ
ているのか考察できている。
・身近な紛争状況を設定し、それを解決するた
めのルール作りに前向きに取り組むことができ
ている。

○ ○

○
定期考査

○

○

年次2

○

○

10○

○



合計

78

定期考査
○ ○ ○ 2

・産業構造の変化と職業選択との関係や、雇
用・労働問題について理解できている。
・自身の老後生活を予想し、租税（支払い）と
社会保障（受取り）とのバランスを考察できて
いる。
・経済社会に主体的に生きる一員として、今後
の日本経済の見通しに対して関心をもってい
る。

○ ○ ○ 22

第5章　経済活動を行う私たち
【知識及び技能】
・経済の仕組みや産業構造の変化、財
政・社会保障の役割を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・将来の生活を見通し、租税と社会保
障の関係について考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の経済課題に関心をもち、主体
的に考えさせる。

第1節
経済のしくみと産業の変化
第2節
市場経済のしくみと金融
第3節
財政と社会保障
第4節
国際経済の動向と課題

定期考査
○ ○ ○ 2

後
期

第4章　政治に参加する私たち
【知識及び技能】
・国内外の政治を支える制度や機関の
意義と役割を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・世論調査の結果を分析し、国際政治
の課題について自分の考えをまとめて
表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・国際問題の解決に向けて、自らの意
見をもち主体的に考えさせる。

第1節
政治参加と民主政治の課題
第2節
国際政治の動向
第3節
国際政治の課題と日本の役割

・国内外の政治を支える諸制度や諸機関の意義
や役割が理解できている。
・世論調査の結果の分析を行い表現できてい
る。
・国際問題について自分なりの意見をもち、他
者に説明できている。
・紛争や国際問題の解決への筋道について、自
分の考えをもとうとしている。

○ ○ ○ 13


